
平成３０年度「畑地かんがい技士 養成講習会」の参加者を募集します 

 
 
 
 
 

◆と き 平成３０年９月１０日（月）～９月１４日（金） 

◆ところ 機械振興会館 研修2 会議室（B3) 

〒105-0011 東京都港区芝公園3 丁目5 番8 号 

      TEL O3-3434-8216～7  FAX 03-3437-0813 

◆問い合わせ先 一般社団法人 畑地農業振興会 

      〒105-0012 東京都港区芝大門 1-3-11  YSK ビル6F 

           TEL O3-3438-2581～2  FAX O3-3438-2583 

e-mail tk-hatasin@kub.biglobe.ne.jp 

農業農村工学会 技術者継続教育機構プログラム申請予定(２６CPD) 

 

概要 

畑地農業では、地域の資源や特性を活かした農業を展開することが期待されています。特に近年は、農

業の国際化により競争が激化する中で、安全・安心かつ高品質な農産物を効率的に生産することが求めら

れます。 

このような畑地農業の推進のためには、作物への水分補給を始めとする適切な生育環境の整備と共に、

農作業の省力化にもつながる畑地かんがいの導入が必要です。こうした施設整備にあたっては、畑地かん

がいの計画、設計、施工、維持管理にわたる技術に加えて、作物、土壌、流通等の関連の知識も必要です。 

 本講習会は、畑地かんがい及び関連する分野の第一線の講師陣により、実用のための基礎理論から、日々

進化している新しい技術まで分かりやすく講義し、専門的知識を習得した畑地かんがいの専門家の養成を

目指しています。 

受講者は、講習会の最終日に行われる資格認定試験において、所定の成績を修めることにより、高度な

知識を有する「畑地かんがい技士」として認定し、登録されます。 

 

講義内容 

 畑地かんがいに関して、土壌中の水分管理などの基礎理論から、露地及びハウスに於いてスプリンクラー、

パイプ、リールマシン等によるかんがい方式、さらに防除、防霜など畑地かんがいの多面的利用について、高

度の知識と最新の応用技術までを習得します。   

受講資格 

畑かん計画・設計・施エ・管理に関する実務経験年数 

区分 指定学科（注） 指定学科以外 

大学卒業者・大学院修了者 卒後3 年以上 卒後4 年以上 

短大・専門学校卒業者  〃 4 年以上 〃 6 年以上 

高校卒業者 〃 ７年以上 〃 8 年以上 

畑地かんがいに係わる基礎理論から最新の技術まで、分かりやすく講習します。

専門資格を得て、地域の畑地農業の発展に貢献できます。 

 

mailto:hatasin@muj.biglobe.ne.jp


（注）指定学科：農業農村工学、農業土木工学、土木工学、機械工学、電気工学（電子工学を含む）または同

等の専門課程。なお、畑地かんがい技士補又は技術士補の認定の後、若しくは日本技術者教育認定機構の認定

した技術者教育プログラム修了の後、畑地かんがいに関係する業務の経験期間が１年以上の者は上記資格以外

でも受講できます。学歴、指定学科など疑問がある場合は、振興会にご照会下さい。   

参加申し込み等について 

参加受講料（一般及び機関誌購読会員）  97,200 円（再受講料：47,196 円、再受験料 21,600 円） 

（畑地農業振興会会社会員） 54,000 円（再受講料：20,736 円、再受験料  5,400 円） 

（   〃   団体会員）  81,000円（再受講料：30,780 円、再受験料 10,800 円） 

① 申込書は先着順に受付けますので、早めにお申込み下さい。（締切日 8 月 10 日） 

なお、定員になり次第締切りますので、あらかじめご了承下さい。 

② 申込書受け付け後、申込者の受講料及び振込先口座をお伝えしますので、締切日までに納入して下さい。

受講票は、受講料の納入を確認の上、締切日後に当会より郵送します。締切日を過ぎても受講料の納入がな

い場合は、取消しと判断させていただきます。 

③ 受講料納入後、都合により講習会に参加出来ない場合は、８月 17 日までにご連絡いただいた場合に限り、

受講料は全額お返し致します。ただし、期限切れの場合は半額を申し受けます。 

④ 以前、畑地かんがい技士養成講習会を受講された方は、割安の受講料となっています。また、希望により

講習会を受講することなく最終日に実施される資格認定試験のみを再受験することもできます。申込書所定

欄の「再受講」、又は「再受験」を○で囲み「受講年度」を記入して下さい。申し込みは、通常の講義受講者

と同様の手続きとなります。（再受験のみの方には講義テキストは配布しません。） 

⑤ 講習会最終日に資格認定試験を行い、一定の基準以上の成績を得た方に対し、畑地かんがい技士の登録有

資格者として認定します。この認定を受けた方には、当会に登録することにより登録証が交付されます。 

⑥ 受講票は講習会期間中必ずご提示下さい。 

⑦ 宿泊は、各自で手配して下さい。 

 

 参加申込は次のホームページおよび添付の申込書（ファックス、郵送用）により行ってください。 

http://hatasin.or.jp  
 

 

資格認定試験問題・解答集 

近年実施された畑地かんがい技士資格認定試験問題・解答集（A4 版８０頁）をテキスト送付時に頒布します。（代金2,000

円：講習会初日に集金予定）希望者は、申込書の所定欄に問題・解答集希望「あり」を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 



講習会日程等 

月日 曜日 時間 講義内容 講 師 

9/10 月 

09:30-10:30 開講の挨拶・畑作の新技術 
名和規夫（畑地農業振興会 専務理

事） 

10:30-12:00 計画の基本構想と基本計画 菖蒲 淳（畑地農業振興会） 

13:00-17:00 
畑地かんがいの多様化と用水計
画 

大槻恭一（九州大学教授） 

9/11 火 

09:00-12:00 畑地かんがい営農計画 
芦田敏文（農村工学研究部門主任研

究員） 

13:30-17:00 
ファームポンドと末端灌漑組織
の計画と設計 

伊藤健吾（岐阜大学准教授） 

9/12 水 

09:00-10:00 施設管理組織の計画と運営 農村振興局設計課 

10:00-17:00 送水組織の計画と設計 
樽屋啓之（農村工学研究部門ユニッ

ト長） 

9/13 木 

09:00-11:00 畑地かんがいの機能と機器設計 小池清一（畑地農業振興会） 

11:00-16:00 施設の構造設計と施工 
有吉 充（農村工学研究部門主任研

究員） 

9/14 金 09:00-16:00 資格認定試験 三野 徹（畑地農業振興会 会長） 

（注）1．時間、講義内容並びに講師については、変更する場合があります。 

2．資格認定試験に際しては、技術計算用電卓をご持参下さい。ただし、電子手帳など多機能機種は禁
止します。 

 

会場アクセス 

  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・東京メトロ 日比谷線 神谷町駅下車   徒歩８分 

・都営地下鉄 三田線 御成門駅下車   徒歩８分 

・都営地下鉄 大江戸線 赤羽橋駅下車   徒歩９分 

・都営地下鉄 浅草線・大江戸線 大門駅下車    徒歩１２分   

・ＪＲ山手線・京浜東北線 浜松町駅下車   徒歩１５分 

講習会場 

畑地農業振興会 



一般社団法人畑地農業振興会 御中 
      〒105-0012 東京都港区芝大門１-３-１１YSK ビル６F 

                      Tel 03-3438-2581   Fax 03-3438-2583  

 

2011 年 
（平成 23 年） 

平成 30 年度  
 

 
2018 年 

（平成 30 年） 

e-mail 

再受講・再受験 以前受講年度 

問題解答集希望 あり・なし 

様式 申込書（ファックス、郵送用） 


